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特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象

は
「
東
日
本
大
震
災
」
、
我
が
国

の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録

し
た
「
伊
勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、

紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
「
平
成
23
年
台
風
第
12

号
」
の
豪
雨
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住

ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し

か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に
留
意
し
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
な
ど
の
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ

れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の

気
象
情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早

め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た

や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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詳
し
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高
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Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の

伝
達
試
験
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

－
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）（
※
）
に
よ
り
送
ら
れ
て
く

る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
様
々

な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い
て
確
実

に
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、

町
内
で
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
試

験
を
行
い
ま
す
。

（
実
施
す
る
内
容
）

①
防
災
行
政
無
線
の
放
送

　

町
内
の
防
災
行
政
無
線
及
び
個

別
受
信
機
に
定
時
放
送
と
同
じ
位

の
音
量
で
、
次
の
内
容
が
一
斉
放

送
さ
れ
ま
す
。

「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
」

　

（
３
回
繰
り
返
し
）

「
こ
ち
ら
は
、
い
の
町
役
場
で
す
」

　

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

②
い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

の
試
験
配
信
【
防
災
情
報
】

　

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
、
登
録
者
に
メ
ー
ル
配

信
を
実
施
し
ま
す
。

（
試
験
実
施
日
）

　

９
月
11
日
（
水
）
11
時
00
分
ご

ろ
と
、
11
時
30
分
ご
ろ
の
２
回
実

施
し
ま
す
。

（
※
）
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ

イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
情
報
伝

達
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
、
地

震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災

害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊

急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な
ど
を
活

用
し
て
、
瞬
時
に
自
動
的
に
情
報

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

あ
な
た
も
消
防
団
に

入
団
し
ま
せ
ん
か
？

消
防
団
っ
て
な
に
？

　

「
消
防
団
」
と
い
う
言
葉
は

知
っ
て
い
る
け
ど
、「
消
防
署
」
と

は
違
う
の
？
消
防
団
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

（
１
）
非
常
備
消
防

　

「
非
常
備
消
防
」
聞
き
慣
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
と
反
対
に

「
常
備
消
防
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
常
備
消
防
と
は
、

消
防
署
や
消
防
士
と
い
っ
た
消
防

業
務
を
専
門
に
行
う
行
政
機
関
や

そ
の
職
員
を
表
す
言
葉
で
す
。

　

一
方
、「
非
常
備
消
防
」と
呼
ば

れ
る
消
防
団
は
、日
常
は
他
に
職

業
を
持
つ
一
般
住
民
で
あ
る
団
員

で
組
織
さ
れ
、い
ざ
火
災
な
ど
の

災
害
時
に
出
動
し
、消
火
・
防
災

活
動
に
あ
た
る
機
関
で
す
。出
動

し
た
と
き
に
は
、消
防
署
と
協
力

し
、消
火
・
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
消
防
団
の
組
織

　

い
の
町
消
防
団
は
、
旧
町
村
単

位
で
３
方
面
隊
に
分
か
れ
、
各
地

域
単
位
の
分
団
や
部
・
班
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
拠
点
と
し
て
各
地

域
に
消
防
屯
所
が
あ
り
、
消
防
車

を
は
じ
め
消
防
団
活
動
に
必
要
な

資
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
役
割

（
地
域
防
災
力
の
向
上
）

　

山
間
部
で
の
林
野
火
災
な
ど
は

水
が
な
い
こ
と
か
ら
数
百
メ
ー
ト

ル
も
ポ
ン
プ
で
水
を
中
継
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
消

防
署
だ
け
で
は
、
鎮
火
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
同
時
に
各
地
で
被
害

が
発
生
す
る
た
め
、
消
防
署
・
警

察
署
・
行
政
は
す
べ
て
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決

す
る
地
域
防
災
力
の
向
上
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
消
防
団
は
地
元
の
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